
✔ 工業化学科の特徴
化学の基礎を中心に学習するとともに、工業的製造技術や、各種分析の方法、環境保全の仕方などを、教科書だけでなく少人数に
分かれた実習を行うことにより実際に体験します。工業の技術を身につけて、将来各産業界で活躍できる人材の育成をめざしています。

✔ 進路状況 (平成30年度)

千葉県立千葉工業高等学校
■全日制 (７ｸﾗｽ)工業化学科(１)電子機械科(２)電気科(２)情報技術科(１)理数工学科(１)
■定時制 (２ｸﾗｽ)機械科(１)電気科(１)
■所在地 〒260 -0815 千葉県千葉市中央区今井町1478
■アクセス 電車：JR蘇我駅より徒歩約20分 バス：小湊バス千葉工業高校前TEL 043 -264 -6251 FAX 043 -268 -5524

▲化学分析実験
ガラス器具、化学薬品の取り扱い方、滴定を
行うことで分析の楽しさを学びます。3年生で
行う機器分析実験の基礎となります。

工業化学科 電子機械科 電気科 情報技術科 理数工学科 合計

在籍人数 40 (7) 79 (2) 79 (6) 38 (3) 36 (3) 269
就職 35 (5) 60 (1) 60 (4) 19 (2) 3 177
大学・短大 2 5 7 (1) 9 25 (2) 48
専門学校 3 (2) 6 7 9 (1) 6 31
公務員・縁故・自営 0 3 5 (1) 1 1 (1) 9
未定 0 2 (1) 0 0 1 4

※( )はうち女子の人数学科別進路概況（平成31年4月1日現在）

✔ 実習 工業化学に関する実験・分析などに班で取り組みます。

▲化学工学実習
化学工学流動実験は、「製造工程を効率よ
く、化学プロセスの計画および製造装置など
の設計・運転」するための基礎を学びます。
化学と機械両方の知識を習得します。化学
工学はものづくりの仕事にはかかせません。

工業化学とは…化学工場では化学反応を利用して製品を作っています。皆さんの
衣・食・住、さらにスポーツや趣味で使われている道具を思い浮かべてみてください。その
ほとんどに化学工業製品が使われています。つまり化学工業は化学反応を利用して多く
の有用で、多機能な素材を提供しているのです。それらは、化学の知識と機械・電気・
コンピュータなどの技術が結びつくことにより、大量にそして安価に生産されています。

また、近年は環境保全という観点から生活と環境との関わりに高い関心が持たれるよ
うになりました。環境の分析・調査・地球環境の保護、起きてしまった汚染の除去など化
学技術はものを作るだけでなく、私たちが安心して暮らせる社会をつくるのにも必要不可
欠なものとなっています。

✔ 卒業後進路
化学分析の会社では化学系卒業が必須です。石油化学・石けん・洗剤・
医薬品・ガス製造などの化学系製造業におけるプラント（工業的規模の設
備）の運転（オペレーション）や保全（メンテナンス）、他の製造業も含め
ての品質管理や製品開発、分析機関での調査分析など多方面で活躍して
います。
また、さらに知識を深めようと、関連する学科をもつ大学・短期大学・専門学
校などへ進学する生徒も少なくありません。

▲物理化学実習
物質（化合物や分子など）の構造（分子
量の測定）、性質（分解電圧）、反応
（自動滴定装置）等を調べるために、いろ
いろな分析方法について学びます。

▲機器分析実習
１・２年生で学習した分析の基礎を理解し
たうえで、機械を使ってどんな物質がどの位の
量含まれているかを調べます。化学工場や食
品会社では製品の成分を検査したり、大気・
排水に環境汚染物質が含まれていないか調
べています。

化学の面白いところは、おいしいと感じる食べ物、
綺麗に見えるもの、良い匂いなど、人間の五感を
支配できるところです。
化学を学べてとても楽しいです。

化学は身の回りにあるもののほとんどに関係して
いることを知り、興味を持ちました。また、女性でも
活躍できる分野だと思い学びたいと思いました。

化学系の企業に就職を志望し、千葉工業高校の
工業化学科を志望しました。


